
 

 

 

 

 

 

「新しい自分へスイッチを入れる、実りの秋へ」 

                                 

副 校 長  加 園 信 一 
 

２学期が始まって１週間が経とうとしていますが、３９日間の
夏休みを振り返ると、あっという間であったと感じる一方で、子
どもたちはそれぞれの場所で貴重な経験を重ねてきたことと思い
ます。夏休み前、校長先生からは生徒たちに「自ら何か目標を設
定して取り組んでみよう。チャレンジの夏にしてください」と伝
えられました。大切なのは結果そのものではなく、「やってみよう」と自ら
一歩を踏み出したかどうかだと捉えています。２学期に登校してきた生徒た
ちの引き締まった元気な顔つきを見ますと、その挑戦が確かな成長につなが
っていることだと期待しております。 

 
行事や学びが本格的に動き出す２学期が始まりました。この時期に最も大

切にしてほしいこと、それは「自分から」というたった４文字の姿勢です。 
 
２学期は、移動教室（１年）、修学旅行（３年）、校外学習

（２年）、新人大会、生徒会選挙、合唱祭など、学校が最も活
気づく季節です。また、３年生にとっては自らの進路を切り
拓く勝負の時となります。すべての行事や学習において、「言
われたからやる」「仕方なくやる」のではなく、「よし、自分
からやってみる！」という主体性を持つことこそが、成長のスイッチとなり
ます。どうせ取り組むならば、自らの意志で動き出すことで、無限の可能性
を引き出してほしいと願っています。 

 
授業においても、受け身の姿勢ではなく、自ら考え、質問し、学びをつか

みに行く積極性を大切にしてほしいと思います。また、授業は自分だけのも
のではなくみんなのものです。他者のことも考え、お互いに学びやすい環境
と授業態度で参加するようにしてください。 

 
最高学年である３年生には、全校のリーダーシップを発揮し、

「甲ノ原中チーム」としての絆を深めながら、進路実現に向けて本
気で取り組む姿を期待しています。１・２年生につきましても、
日々の学校生活の中で自ら行動を起こし、本校の教育目標である
「自ら学び、知・徳・体ともに向上する」姿を目指して大きく飛躍
してほしいと願っております。 

 
保護者や地域の皆様におかれましては、温かい見守りとご支援により子ど

もたちが無事に夏休みを終えられたことに、深く感謝申し上げます。今後と
も、本校の教育活動へのご理解とご協力を賜りますよう、心よりお願い申し
上げます。この２学期の終わりに、子どもたち全員が「あの時、自分から動
いてよかった」と胸を張って言えるよう、教職員一丸となって見守ってまい
ります。 
 
 

地域運営学校 

八王子市立甲ノ原中学校 

令和８年９月１日 

学校だより 

第５号 教育目標『向上心』『思いやりの心』『健やかな体』 



～橋本遥妃教諭の産前産後休暇に伴う時間割変更について～ 
 このたび、橋本遥妃教諭が２学期終盤より産前産後休暇に入ることに伴
い、８月３１日より時間割の変更を週ごとに実施しております。生徒への
周知はすでに行っておりますが、保護者の皆様におかれましても、何卒ご
理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。  
 

 
 
～甲ノ原中生の活躍紹介～  
〇吹奏楽部  
◆東京都中学生吹奏楽コンクール  

 

～壁新聞 移動教室（１年）・修学旅行（３年）～ 
 各学年、宿泊行事に向けた事前学習が進んでいます。廊下の掲示板には、
生徒たちが作成した力作の壁新聞が掲載されています。  

 

９月の主な行事 

７日（月）学校公開週間   ～１１日（金） 

８日（火）移動教室（１年）  ～９日（水） 

１０日（木）安全指導 

１１日（金）避難訓練 

１６日（水）生徒会役員選挙 ５校時  

１７日（木）生徒会朝礼 

      喫煙防止教室（１年）６校時 

２９日（木）中間考査【英・社・理】 

３０日（金）中間考査【数・国】 

      進路説明会（３年）５校時 

 

ＳⅭ（スクールカウンセラー）来校日 

２日（水）、９日（水）、１６日（水） 

３０日（水） 

 

※「甲中だより」は、プリントではなく Home&Schoolにて配信させていただいています。 

～夏休みチャレンジタイム～ 

毎年恒例、夏休み前半４日間と後半２日間

に、夏休みチャレンジタイムが実施されまし

た。参加した生徒は、決まった時間に勉強を

することで、学習の習慣化をすることができ

た様子でした。課題を終わらすだけでなく、

基礎的・基本的な学習内容の定着を図ってい

ました。 

  

～ボランティア活動～ 

（甲ノ原保育園） 

夏休み期間中に、甲ノ原保育園にてボラン

ティア活動を実施しました。いつもとは違う

活動をすることで、幅広い年代の人たちとか

かわりをもつことができました。社会貢献を

するとともに、自らの成長につながった活動

となりました。 

  

金賞 


